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１ 教育課題委員会 

             

一 調査研究のテーマ 

 小学校「外国語活動」を中学校の英語科学習にどうつなげていったらよいか 

二 調査研究の成果 

 ・市内小中学校の英語学習における連携の実態を把握し、具体的な事例を示すことができた。 

 ・小中で共通して扱われている言語材料や題材について、それぞれの実践事例を示すことができた。 

 ・小学校外国語活動教材 Hi,friends! と中学校教科書 New Horizonの言語材料における関連を示すこ 

 とができた。 

 

三 調査研究の趣旨 

  新学習指導要領(以下 C.S.）の完全実施に伴い、小学校では昨年度から外国語活動が本格的にスタ

ートし、中学校では今年度から英語に慣れ親しんできた子どもたちを受け入れることとなった。 

  本委員会では、平成２１年度から、小学校の外国語活動および、中学校の英語科学習における小 

 中の連携に目を向け調査研究を行ってきた。以下は、これまでの研究の経緯である。 

平成２１年度 ○テーマ 小学校の「外国語活動」について各校の状況を調査する。 

     ○内容 ・「外国語活動」についてのアンケート調査の実施とまとめ 

              ※対象…小学校の先生 中学校の英語科の先生 

               ・委員による小学校外国語活動の授業参観とまとめ（堀金小学校） 

 

平成２２年度 ○テーマ 学級担任が行う小学校外国語活動の授業づくりの実際 

     ○内容 ・明北小学校６年生の授業参観と授業検討 

               ・穂高西小学校５年生の授業参観と授業検討 

 

平成２３年度 ○テーマ 小学校「外国語活動」を中学校の英語科学習にどうつなげていったらよいか 

     ○内容 ・市内小学校における外国語活動の年間計画一覧を作成した。 

               ・小学校外国語活動公開授業から、授業実践をする上での重点を洗い出した。 

               ・中学校英語科の入門期の授業における学習活動プランを作成した。 

 

  昨年度は、小学校の外国語活動と中学校の英語科学習をどのようにつなげていくかをテーマとし

たが、実際、安曇野市内の小中学校では、英語学習における小中学校の連携を図る具体的な動きが

始まっている。そこで、本年度は、昨年度のテーマを継続しつつ、これまでの調査研究の成果を受 

 け、次の四点を調査研究内容として活動することとした。 

  その１ 市内小中学校の英語学習における連携の実態を調査する。 

  その２ 連携の具体的な事例を紹介する。 

  その３ 共通の言語材料や題材を小中学校でそれぞれどのように扱われているか、事例を示す。 

  その４ 今年度から新たに使われている小学校外国語活動の教材「Hi, friends!」と、改訂され 

     た中学校教科書New Horizon の内容を照らし合わせ、その関連性を明らかにする。 

 

  今年度も、本委員会では、小学校の外国語活動と中学校の英語科の研究授業を参観させていただ

くことを通して、それぞれの校種でどのような研究が行われているか学ばせていただいた。それを

もとに、双方が大事に考えていることへの理解を深めながら、小中連携についての調査研究をまと

めた。本委員会のまとめが、多少なりとも小中学校の連携に役立てていただけるものになればあり

がたい。 
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四 調査研究の内容 
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平成23年度 平成24年度

 

その２ 小中連携の具体的な事例 

１ 堀金中学校区における連携 

（１）ねらい 

  堀金中学校区には、以前より三師会と呼ばれる研修の機会が設けられている。ここ数年は、学力

向上のための小中連携を目指した会になっている。今年度はそのための教師の授業力アップ・授業

改善を図ることを目的とした。その一環として、中学校の教師（保健体育科、数学科、英語科）３

名が小学校に赴いて授業を行い、それを見合って授業研究し、授業改善の契機とした。 

（２）実施内容（外国語学習に関連してのみ） 

  ・５月  中学校英語科職員が、５年生の外国語活動（担任と ALT との TT 授業）を参観し、意 

   見交換。 

  ・７月  中学校英語科職員が小学校に行き、５年生の外国語活動を指導。後、意見交換。 

  ・１２月  中学校生徒を対象にした中学校の英語科職員による英語の授業を小学校の希望職員  

      が参観。小 6生の中学校体験として、中学校に来校し中１生の授業（英語、国語、数 

      学）を見学し、その後 20分間ほどの学習体験（英語を含め５教科から選択）を実施。 

（３）留意事項 

 「楽しくやっていただければ」の担任の先生の言葉通り、英語を使って活動する楽しい雰囲気を心 

がける。 

（４）授業指導略案 

 ①単元名  「クラスの人気スポーツを調べよう」(５年生) 

 ②ねらい 

好きなスポーツを尋ねる言い方や答える言い方に慣れ、友達の好きなスポーツを知り英語でのや

りとりを楽しむ。 

その１ 市内小中学校の英語科学習における小中連携の実態 
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 ③言語材料 

    What sport do you like?  I like ～(very much.).    +baseball、judo、swimmingなどのスポーツ名 

 ④準備    調査用紙  CD 

 ⑤学習活動の流れ 

 児童の活動   教師の支援・指示等 留意点等 時 

ウ

ォ

ｌ

ム

ア

ッ

プ 

○ あいさつ 

 

 

 

○オリンピックに絡んだ話を

聞く。  

 

・自己紹介、あいさつ 

Good morning. How are you? etc. 

（ここで、好きなスポーツに触れ

る） 

・ロンドンオリンピックに触れ、

本時の活動への橋渡しとしたい。 

 

・全員で明るくあいさ

つをして外国語活動の

雰囲気作りに努める。 

○児童とのやりとりを

できるかぎり取り入れ

ながら。 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

メ

イ

ン

活

動 

 

 

 

 

 

 

 

○教師のジェスチャーまたは

絵を見せて、スポーツ名を（

英語で）言う。 

 

○CDのリズムに合わせて流

れるスポーツ名を繰り返す。 

○モデル文を聞く 

○モデル文を繰り返し、練習

する。 

（○状況によってはペアで練

習） 

◎クラスの仲間はどんなスポ

ーツが好きか調べる活動をす

る。 

 

・ジェスチャー等を示し、スポー

ツ名を英語で言わせる。 

・CDのリズムに合わせて流れるス

ポーツ名を繰り返さす。 

 

 

・モデルを示す 

・元気よく大きな声で

言わせたい。 

・そのスポーツが好き

かどうかの児童とのや

りとりを織り交ぜたい

。 

 

 

 

・児童が発話に自信が

持てなさそうなときに

はペア練習を取り入れ

る。 

○調査カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A:Hi. 

B：Hi. 

A:What sport do you like?  

B: I like ～(very much.) 

 

 

 

 

 

 
 

○クラスの仲間はどんなスポーツ

が好きか調べる活動をするように

指示を出す。 

 

振

り

返

り 

○本時の振り返り 

・振り返りカードを書く。 

・感想を発表する。 

○終わりのあいさつ 

 

・本日の学習を振り返り自己評価

をさせる。 

・感想を発表させる。 

・That's all for today. 

 See you again. 

○振り返りカード 

・具体的に児童のよか

った点をあげて、次時

への意欲を高める。 

 

７ 

 

 

 

 

（５）児童の活動の様子 

面識のない教師が教壇に立っての授業。児童は、本来持っている英語を使う意欲をそがれてしま

った様子がうかがえた。日頃耳にしたことがない表現や言葉が教師から発せられるとかなり戸惑い

を見せた。そした活動が停滞してしまう様子だった。たとえば、Good morning, everyone．の everyone

でさえ、厳しかったようだ。調査活動は、学級全員を対象としたが、時間が足りなかった。グルー

プでの活動にしたり、グループで分担したりなどにしてもよかった。調査カード（学習カード）に

記入する形をとったが、普段慣れていない方法だったようで、かなりとまどいを見せていた。言語

材料自体は、これまで似たようなことをしてきてはいるが、興味をもって取り組む様子はあったよ

うだ。 

（６）考察 
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なんといっても、児童の実態をふまえた上で活動を仕組まなければならないと思う。児童の興味

関心、これまでの活動の積み重ねなどを配慮しなければならないことを改めて痛感した。活動を行

う上で、そのルールや方法を明確に伝わるように、というより、簡単明瞭なルール・方法の活動を

設定すべきだった。中学校生徒レベルで考えていてはだめで、実態をつかんだ上で臨みたい。 

紋切り型の質問、そして答えるパターンの活動であったので、中には、いわゆる意味を理解して

取り組んでいるのではなく、何となく言葉にして取り組んでいる児童がいたのではないかとも思え

る。内容の押さえをどのようにするのか、今後の課題の１つとなる。 

いずれにせよ、高い興味をもって授業に臨んでいる児童たちに応えるには、とりもなおさず元気、

パワーが必要である。 

 

２ 明科中学校区における連携 

（１）ねらい 

中一ギャップの軽減を図り、小学校６年生に中学校での授業に対する過度な不安を軽減させ中学

校に対する親近感を持たせられるようにするため、明科中学校の英語科教師(ALT 共）が、学区で

ある明北小学校と明南小学校を訪問し、６年生を対象として英語の出前授業を提供する。 

（２）実施内容 

平成２３年度については、１月に明南小学校の２学級と明北小学校の１学級を中学校教師と ALT

が訪問し、出前授業を行った。平成２４度も、同様に３学級を対象とした出前授業を３学期に行う。 

（３）留意事項 

  授業で扱う内容は、小学校外国語活動に基づいたものとし、平易な言語材料を用いて、積極的に

コミュニケーション活動をしたり、英語を発することを重視するよう配慮した。 

（４）授業指導略案 

①主眼 

 外国語活動を通して、英語に慣れしたんできた児童が、パスポートゲームと、新聞ゲームの二つ

のゲームを通して、学級の友だちとコミュニケーションを図り、What do you want ~？ I want ～. の

対話表現を使えるようになる。 

 ②指導略案 

Meinan/Meihoku Elementary School Plan 2012  

学年  6 contents 

 

5 mins. 

20 min

s. 

 

 

 

 

 

 

15 min

s. 

 

 

Greetings: Good morning! (good afternoon!) How are you?Greetings: Good morning! (good afternoon!) How are you?Greetings: Good morning! (good afternoon!) How are you?Greetings: Good morning! (good afternoon!) How are you? 

SelfSelfSelfSelf----Introduction:Introduction:Introduction:Introduction: Introduce name, country, age, and hobbies. 

Warm Up: PassportWarm Up: PassportWarm Up: PassportWarm Up: Passport    (Q&A with students) 

Roll play with teacher, then play passport. Students play jan-ken, loser answers

 winner's question and stamps the winner's passport. 

1. Hello. How are you? …. I'm fine thank you. 

2. What's your name? ….My name is _____. 

3. How old are you? ….. I am ______ years old. 

4. Nice to meet you! …. Nice to meet you, too! 

Newspaper squares:Newspaper squares:Newspaper squares:Newspaper squares: ( bag of animals) 

“Can you ~?” ( run, jump, fly, swim) 

 Yes, I can. / No, I can't. 

Students stand on sheet of newspaper. Try to guess if an animal can run, jump

, fly or swim. If they guessed wrong they fold their newspaper in half. If they 
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5 mins. 

 

fall off, they lose. 

Goodbye:Goodbye:Goodbye:Goodbye:    Say good bye to the students. “See you next time!” 

 The time to ask students questions. 

（５）児童の様子 

 授業の導入段階では、緊張している様子が見られたが、JTEや ALT との oral communicationを通

して、次第に打ち解けていったようだった。パスポートゲームについては、やり方を理解するのに

やや手間取った児童もいたが、活動に入ると積極的に友だちと関わろうとする様子が見られ、躊躇

無く英語を使おうとしていた。友だちからスタンプをもらうことに喜びを感じているようであった。

新聞紙ゲームについては、楽しみながら ALT の英語を聞き取ろうとする様子が見られ、それまで外

国語活動で英語に慣れ親しんできた結果、英語を聞き取ろうとすることへの抵抗感が少ないように

思われた。 

（６）小学生から出された質問に対する返答 

  授業後に、振り返りシートを使って授業の感想を記入させた。シートには、中学校の英語の授業

に対する質問や不安に思っていることを記入する欄を設けた。後日、それに対する返答をまとめ、

小学生にフィードバックした。 

 

その３ 共通の言語表現や題材を小中でそれぞれどのように扱っているか 

 

  

 小学校では、「Hi, friends! 2」の「Lesson 5 Let's go to Italy. 友だちを旅行にさそおう」の単元で扱わ

れており、中学校では、New Horizon ２年生「Unit 5 My future Job Part 2」で I want to ～.の表現が扱

われている。 

 

１ 小学校での実践 Hi, friends!2  lesson5  Let's go to Italy(全２時間) 

（１）単元目標  

 ・自分の思いがはっきり伝わるように、おすすめの国について発表したり、友達の発表を積極的に

   聞いたりしようとする。 

  ・行きたい国について尋ねたり言ったりする表現に慣れ親しむ。 

  ・世界には様々な人たちが様々な生活をしていることに気付く。 

（２）言語表現 

     I want to go to Italy.  Where do you want to go? 

（３）単元の展開 

 「Where do you want to go?」の表現を扱った第２時を中心に、単元の展開を以下に示す。 

 児童の活動 指導者の支援 

第 

一 

時 

○国旗と国名、その国にある世界遺産

 についての発音を練習する。 

 

行きたい国や知っている国について尋ねたり紹介し

たりしながら、１０カ国の国旗と国名、世界遺産の発

音を練習させる。 

 

 

  

 

 

【Let's Chant】 

○「Where do you want to go?」 

  「I want to go to ～」 

 

America,Australia,Brazil,China,Egypt,France,Greece,India,

Japan,Spain,の国籏の絵カードを見せながら、Chantを 

行う。「Where do you want to go?」「I want to go t

o ～」の意味を確認した上で行う。 

  

 
Where do you want to g o?Where do you want to g o?Where do you want to g o?Where do you want to g o?  
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第 

 

 

二 

 

 

時 

 

 

 

 

 

 

【Key Word Game】 

○１０個の国名と、その国を代表する 

 世界遺産の中からKeyWordを決め 

 て、ALTがその国名を言ったら、 

 消しゴムをとる。 

 

２人組のペアで向かい合って座り、KeyWordを一つ決

める。 

間に消しゴムを置かせて、指導者のリズムに合わせて 

単語を全員に発音させながら、KeyWordが聞こえたら

素早く消しゴムを取るようにさせる。 

KeyWord以外の単語もはっきり発音させる。 

 

【Let's Play3】 

○音楽教材を聞いて、誌面ｐ20の表に

、 

  さくら、ひかる、ともえの行きたい

 国や、見たい世界遺産を書く。 

○音楽教材を参考に、友達の行きたい

 国についてインタビューする。 

  教室内を自由に歩き回り、出会った

 友達に行きたい国を尋ね、国名と見

 たい世界遺産を誌面に書く。 

 

３人に行きたい国を尋ねている場面であることを知

らせた上で音楽教材を聞かせ、行きたい国と見たい世

界遺産を誌面に書かせる。 

 

音楽教材を参考に、友達に行きたい国についてインタ

ビューさせる。 

 

 

 

(４)児童の活動の様子  

  友達へのインタビューは、本活動で何度も行って経験している。初めのうちは表現に自信がもて 

ない児童も、友達に教えてもらったり ALT に助けを求めたりしながら、意欲的に取り組む姿が見ら 

れた。 

(５)考察 

小学校では、構文はもちろん表現に出てくる単語の意味(今回は、whereや wantなど)は一切扱わ

ない。「どこに行きたいの？」の尋ね方と、「～へ行きたい」の答え方を、繰り返し発音すること

で自然に覚え、友達と会話しながらそれに慣れ親しんでいく。しかし、多くの場合、それらの表現

は子どもたちの頭にとどまることはなく、時間の経過と共に忘れさられてゆく。次の時間にはまた

新たな表現と出会うが、やはり消えていくのである。その一方で、徐々に蓄積されていくもの、そ

れがコミュニケーション能力の素地と呼んでいるものであろう。 

定着を求めているわけではない。英語という言語に触れて発音してみる。次に友達と簡単なコミ

ュニケーションを図ってみる。意志の疎通ができる楽しさや喜びを味わい、その体験を積み重ねて

いくことが本活動のねらいであるように思う。 

 

２ 中学校での実践 Unit 5 My future Job  Part 2  

（１）本時の主眼 

  教師の対話を聞いたり、教師からの問いかけに答える場面で、対話の内容を考え確認することを

通して、want to～の意味や用法を理解し、次の週に行きたい場所とその理由について友だちと対話

することができる。 

（２）Today's Goal と本時の評価 

Today's Goal want to ～ を使って来週行きたい場所とその理由について友だちと対話をしよう

。 

具体的な評価

基準 

want to～（～したい）の表現を使って、来週行きたい場所やその理由について友だ

ちと対話をし、自分の考えを伝えるとともに相手の英語を聞き取ることができる。 

評価の場面 友だちとインタビュー活動をする場面 

評価の方法 インタビュー活動の様子や学習カードに記入した内容から判断する。 
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（３）学習の様子 

 ①AET と JTEの対話を聞き、話題になっていることと、「～へ行きたい」の表現を知る場面 

        生徒の反応         教師の指導 
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 興味深く聞いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S1: うーん、富士急ハイランド 

JTE 

AET 

JTE 

 

AET 

JTE 

AET 

JTE 

AET 

JTE 

AET 

JTE 

AET 

JTE 

 

: Big news! We can get big holidays next week. 

: Oh, nice. Why? 

: Because our students did good jobs on their track & field

     C.M. Kocho-sensei will give us a big bonus.  

: Lucky.  

: You can go anywhere.  Where  do you want to go? 

:Well, I want to go to Hokkaido. 

: Oh, Hokkaido. It's a good place. But why? 

: To eat ra-men. I like ra-men very much. How about you? 

: I want to go to Hawaii.  

:Why? 

:To swim in the beautiful sea.   

: Let's ask students. 

:OK. Which do you want to go, 富士急ハイランド or Tok

yo tower? 
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 ＜考察＞AET と JTEの対話を聞き、似た表現を何度も聞いているうちに、次第に want to go ～を、

音声として理解できていったように思う。また、スクリーンに候補地を示して選択肢を与え、二者

択一で生徒に聞いたことにより、生徒は抵抗なく話題に入っていかれたようだ。二者択一の場所に

ついては、より生徒にとって魅力のある場所を選択できたらよかった。 

  また、want to によって、「～したい」という意味を付加できることも、流れの中で自然に理解で

きる生徒が多かったように思う。 

 ② 候補地リストを確認し、自分が行きたい場所とその理由をワークシートに書き込む場面 

        生徒の反応         教師の指導 

 

S: 松本、ハワイ、イースター島の

順に、示された候補地を読み上げ

る。 

S: モアイ、ナイアガラの滝、スカ

イツリーなど、特徴的な場所や建

物を口にする。 

S: 自分で行きたい場所を選ぼう

とする。 

S7:この中以外の場所でもいいで

すか？ 

JTE 

 

 

 

 

 

 

JTE 

 

 

JTE 

:行きたい候補地リストを用意しました。一緒にみてみよう

。 

＜候補地リスト順に見せ、それぞれの地の見所や特徴を生

徒と一緒に確かめる。＞ 

 

 

 

:＜ワークシートを配る。＞ 

 では、自分が行きたい場所とその理由をワークシートに

書き込み、インタビューの準備をしよう。 

:行きたい理由がいえればいいよ。 

 ＜考察＞候補地を示したが方が準備が早く進むだろうと考えた。候補地は、生徒の関心がありそう

な場所を選んだ。リストアップした場所以外を選ぼうとした生徒

は外国籍の生徒で、自分の出身の地であるブラジルを選ぼうと考

えた。その生徒以外にも違う場所を選んだ生徒もいた一方、行き

たい場所を決められない生徒はおらず、比較的早く場所を決め、

行きたい理由を考えようとしている様子が見られた。 

  自分で内容を考えてインタビュー活動などの準備をさせる場

合、得てして、決めるのに時間がかかり、本題の活動になかなか

進めないという状況が生ずることがあるが、こちらが示した候補地を手がかりに選ぶ生徒がいたり、

候補地にとどまらず、別の場所にも考えを巡らせることができる生徒がいたりしたのは、画像をス

クリーン上に示した良さであると思われた。 

 ③ ワークシートを元に、インタビュー活動をする場面  

        生徒の反応         教師の指導 

S8: Hi! 

S9: Hi! 

S8: Where do you want to go ne

xt week? 

S9: I want to go to Italy. 

S8: Why? 

S9: To listen to the music.Where 

do you want to go? 

S8: I want to go to Tokyo. 

S9: Why? 

S8: To enjoy shopping. 

 

JTE 

 

JTE 

 

 

 

:インタビューの仕方を確かめよう。 

 

:疑問詞を使った疑問文の作り方を確認し、モデル対話を示

して、AETとともに、対話の仕方を示す。 

:Let's try to interview. Two boys and two girls. When you f

inish asking four students, go back to your seat. 
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 ＜考察＞自分で話す材料が準備できていると、積極的に相手と関わることができる。インタビュー

活動をさせる場合、ほっておくと、男子は男子、女子は女子との対話で終わりがちなので、対話を

する相手は男子二人、女子二人という条件をつけた。中にはそこまでの人数と対話できない生徒も

いたが、多くの生徒が異性とも関わりを持つことができていた。 

  インタビューを始めるときの挨拶はできるが、対話の後で、「Oh, great!」「That's nice.」「Thank 

you. You're welcome.」などの英語が自然に出るようにしたいものだが、なかなかそこまで徹底でき

ていない。また、授業の導入場面で用いている chat card 等の内容を利用して、アドリブが使える生

徒が少しずつ出てきてほしいが、こちらもまだこれからのようだ。インタビュー活動を行う際の目

標を据えることで、今後発展させていきたい。 

（４）展開案（略） 

 

 

 


